
大阪から江府町に来て約１年が過ぎ、ジビエの活動
に携わらせて頂きました。捕獲から販売までを経験
し、また獣害の実情を目の当たりにしました。学生
時代に動物福祉について研究していた為、大阪に帰
れば「動物福祉（愛護）ちゃうんかい！」と皆に言
われます。この１年の経験を通して、「動物福祉だ
からこそ！」と胸を張って答えられるようになりま
した。これからも、もっとジビエ肉を身近な存在に、
そして狩猟やジビエの魅力を広められるような活動
を心掛けます！

昨年９月からの任期なのでまだ一年経っていませんが、
日々濃密な時間を過ごしています。 活動を通して、人の生
活圏の意外と近くに鹿やイノシシが生息していることを実
感したと同時に 有害鳥獣による農業への影響が、決して
他人事ではない身近な課題であることも理解するようにな
りました。 ジビエの取り組みに携わる中で、命をいただく
ことの重みと、その命を無駄にしない、 正しい循環の大切
さを忘れず、今後はジビエの特性を活かした新しいことに
も挑戦していきたいと考えています。 これからも季節の移
り変わりを体感しながら、ジビエへの理解につながる活動
をしていきます。

令和７年１１月１日から協力隊として着任致しまし
た小野大です。人間の身体の大部分が水分で構成さ
れている「水」その水が美味しい地域への移住先を
探し、北は青森県、南は宮崎県へ車中泊しながら「湧
水」を取水して回りました。結果は「雪国」の水に
行き着きました。今年に還暦を迎える年齢で移住先
に馴染みやすい手段として「協力隊」をキーワード
で探していたところ、江府町でのバス運転手の募集
を見つけ応募しました。その縁で協力隊に着任させ
て頂きましたので、地域に貢献して行く所存です。

昨年９月に着任し、早くも約半年となりま
した。この半年間は町に慣れること、担当
する業務に慣れること、という準備段階の
時期でしたが、来年度からは実績作りの１
年となります。残りの任期でどれだけのこ
とができるかはここからの１年にかかって
いると思いますので、しっかり取り組んで
いくつもりです。引き続きよろしくお願い
いたします。

「あなた何しているの？」と月に数回…わかり
づらい仕事をしています。私は、江府に興味関
心を持っている方が訪れ、移住を考えたり、町
を知って親しみを持ち、観光に留まらず地域の
ちょっと困ったことに役立つような関わりが出
来るようになるための受け皿づくりを進めてい
ます。郷土愛をもって関わって下さる地元の方
の存在が肝です！夏から様々な場面でご協力あ
りがとうございました。新年度もどうぞ宜しく
お願いします。
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しろ     かずのり



この３年間、普通に働いて暮らしていたら
出会えなかったものに沢山出会い、気づけ
なかったことにも沢山気づくことができ自
分の生き方を見つめ直せる、とてもいい時
間になりました。 今まで自分と関わってき
てくださった多くの方々にとても感謝して
います。そして今後とも引き続きよろしく
お願いします。

地域おこし協力隊として江府町に来て、あっという間に二
年が経ちました。２年目は農業公社でもお世話になりなが
ら、任期後の住まい探しにも挑戦した一年でした。
その中で、農業の担い手や作業の段取り、空き家のことな
ど、これまで「どこかの課題」だったものが、少しずつ自
分ごととして見えてきたように感じています。
残りの任期では、任期後も江府町に暮らし続けられるよう、
町の皆さんと一緒に、小さくても前に進む取り組みを重ね
ていきたいです。今後ともよろしくお願いします。  

今年度は、図書館と連携して、子どもから高齢者まで気軽
に参加できる講座や環境づくりに取り組みました。おも
ちゃ作りや巣箱作りの講座は多くの方に楽しんでいただ
き、児童コーナーの充実によって子どもが安心して過ごせ
る空間も整いました。継続事業のカフェラテ講座やアイシ
ングクッキー講座も好評で、赤ちゃんおもちゃの導入によ
り親子や祖父母と孫の来館も増えています。今後も、図書
館が地域の交流拠点としてより親しまれるよう、協力隊と
して取り組みを進めていきます。

今年度はこれまでの活動を通して感じた、“地
域の方々や移住者が交流できる場作りをした
い！” という思いから、アースバッグ建築につ
いて学び、実際に制作してみました。
アースバッグ工法は地球環境にも配慮した建築
で、誰でも自分の手で生み出せる事。何より作
業は楽しく、土に触れる大切さを学びました。
今年度で地域おこし協力隊を終え新たな道へ進
みます。３年間ありがとうございました。

江府町に移住し、江府町NEWS 制作を始めて早
２年弱。
沢山のイベント現場に赴く→沢山の町民さんと
接する→沢山の町民さんと顔見知りになる＝何
十年も暮らしているかのような感覚を得る。お
陰様でそんな公式が完成しました。
任期は残り１年。心長閑に全うできれば…と。

２年目は生物調査イベントをおこなったり、
自身で野鳥の死亡個体 ( 受領したもの ) を
標本にしたりと１年目のフィールドでの調
査や整備中心の活動からは異なる動きで、
色々なことを学ばさせてもらいました。ま
だまだ町の中で知らないことがたくさんあ
るなと！３年目はより人、生き物、自然と
濃く関わっていけたらと思います。
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